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平成19年度　崇城大学推薦入学試験問題 (普通高校)

数学 I・数学 II (1日目：平成18年11月11日) 60分

1 次の各問に答えよ。

(1) k 6= 0とする。xの 2次方程式 x2 − 2kx + k = 0の 1つの解が他の解の 2

倍に等しいとき，定数 kの値を求めよ。

(2) 放物線 y = ax2 + bx + cは直線 y = 2x− 1に接し，かつ x = 1において x

軸に接している。定数 a，b，cの値を求めよ。

(3) 2 log4(x + 2) + log2(x + 5) = 2を満たす xの値を求めよ。

2 4ABCは半径 3の円に内接し，AB = 3，BC = 2，CA > ABである。このと
き，4ABCの面積を求めよ。

3 放物線 y = −(x − a)2 + a2 (aは定数)と直線 y = xで囲まれた図形の面積を
S(a)とする。aが−2 5 a 5 3の範囲を変化するとき，S(a)の最大値および最
小値を求めよ。
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解答例

1 (1) 2つの解は α，2αと表すことができる．

解と係数の関係から α + 2α = 2k，α·2α = k

すなわち 3α = 2k，2α2 = k

上の 2式から (α, k) = (0, 0) ,

(
3

4
,

9

8

)

k 6= 0であるから k =
9

8

(2) x = 1 において，x軸に接するから，放物線の方程式は

y = a(x− 1)2 · · · 1©
とおける．

放物線と直線の方程式から yを消去すると

a(x− 1)2 = 2x− 1

ゆえに ax2 − 2(a + 1)x + a + 1 = 0

放物線と直線が接するとき，D = 0であるから

D/4 = {−(a + 1)}2 − a(a + 1) = 0

整理すると a + 1 = 0

よって a = −1

これを 1©に代入して y = −x2 + 2x− 1

したがって a = −1, b = 2, c = −1
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(3) 真数は正であるから x + 2 > 0 かつ x + 5 > 0

すなわち x > −2 · · · 1©

方程式を変形すると 2× log2(x + 2)

log2 4
+ log2(x + 5) = 2

log2(x + 2)(x + 5) = 2

よって (x + 2)(x + 5) = 22

x2 + 7x + 6 = 0

したがって (x + 1)(x + 6) = 0

1©に注意して x = −1

2 正弦定理により
b

sin B
= 2R であるから

b

sin B
= 2·3 すなわち sin B =

b

6
· · · 1©

余弦定理により

cos B =
32 + 22 − b2

2·3·2 =
13− b2

12
· · · 2©

1©， 2©を sin2 B + cos2 B = 1 に代入して
(

b

6

)2

+

(
13− b2

12

)2

= 1

ゆえに (2b)2 + (13− b2)2 = 122

b4 − 22b2 + 25 = 0

b2 = 11±√112 − 25 = 11± 2
√

24

b > 0 より b =
√

11± 2
√

24 =
√

8±√3

仮定より b > 3 であるから b =
√

8 +
√

3 = 2
√

2 +
√

3

1©より sin B =
2
√

2 +
√

3

6

よって 4ABC =
1

2
AB·BC sin B =

1

2
·3·2·2

√
2 +

√
3

6
=

2
√

2 +
√

3

2
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3 放物線の方程式は y = −x2 + 2ax

放物線と直線の共有点の x座標は，方程式

−x2 + 2ax = x

を解いて x = 0, 2a− 1

［1］ 1
2

5 a 5 3 のとき

S(a) =

∫ 2a−1

0

{(−x2 + 2ax)− x} dx

= −
∫ 2a−1

0

x{x− (2a− 1)} dx

= −
(
−1

6

)
{(2a− 1)− 0}3 =

1

6
(2a− 1)3

［2］−2 5 a < 1
2
のとき

S(a) =

∫ 0

2a−1

{(−x2 + 2ax)− x} dx

= −
∫ 0

2a−1

x{x− (2a− 1)} dx

= −
(
−1

6

)
{0− (2a− 1)}3 = −1

6
(2a− 1)3

［1］,［2］より a = 3, −2のとき最大値
125

6
，a =

1

2
のとき最小値 0


